軽井沢に遺されていたミス・ハミルトンとミス・ハードのコテージ by 酒井 ふみよ
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Living Roomの暖炉と戸棚
コテージ　外観
＜はじめに＞
細い坂道を上っていくと、広葉樹の林を、葉
をゆらしてさわやかな風が吹き渡っていく。清
涼な山の空気と土の匂いに包まれて、その旧い
木造のコテージはひっそりと建っていた。簡素
な造りではあるが、明るい日差しの中でその家
は訪れる人を招き入れるかのような雰囲気を漂
わせている。二階まで突き抜けた外付けの煙突
の石積みが目を引き、焦げ茶色の下見板張りに
赤茶色の屋根、クリーム色の窓枠と入口ドアが
アクセントになっている。
それが昨年2010年 ８ 月 1 日、ミス・ハミルト
ンとミス・ハードのコテージと、私達現代の東
洋英和の者との70年の歳月を越えての出会い
だった。
東洋英和に「ミス・ハミルトンの別荘が軽井
沢で見つかった」という第一報がヴォーリズ建
築事務所から入ったのは、その年の ３ 月のこと
だった。私達はその存在すら知らなかったので
大変驚いたものだった。そのコテージ発見の顛
末は、現所有者の方の熱意とヴォーリズへの思
い入れに大きく因っていて、壊されずに保存さ
れ、私達の知るところとなったのは奇跡的な幸
運だったとはまだ知る由もなかった。
＜コテージの中＞
中に入るとすぐの部屋（Sun Porch）は広くて、
三面に大きくガラス窓がとってあるのでとても
明るく、おそらく来客との応接間として使われ
軽井沢に遺されていた
ミス・ハミルトンとミス・ハードのコテージ
ていたのであろう。一面には今は所有者のＹ様
によって、宣教師の先生方の写真が何枚も飾ら
れている。
その奥は暖炉があって落ち着けるLiving 
Roomである。石を塗り固めた素朴な暖炉は、肌
寒い日に住人にぬくもりをもたらしたのであろ
う。入口脇の腰掛けは中が物入れになっている。
この部屋に旧校舎でも見かけたような大きな造
り付けの食器棚がある。その先左手は台所とメ
イドさんの部屋につながっている。台所入口の
床板は根太が抜けて足元が危ない。メイドさん
の部屋は二段ベッドになっていて意外に広いが、
ここは暗くて様子はよくわからない。右手はト
イレと浴室になる。
二階は、居間からトントンと階段を上がると、
まずSleeping Porchなる部屋に通じる。この部
屋も日光と風がよく入る。お昼寝用の部屋だっ
たのだろうか。大小三部屋ある寝室の二つには
小さな手洗い場があり、引出しの多い衣装箪笥
が備えられている。奥の寝室には小さなバルコ
ニーも付いている。ここがミス・ハミルトンの
居室だったのであろうか。一階の暖炉の上の、
暖気が通じるように煙突がつながっている寝室
は少し広い。
その部屋の押し入れの奥にはもう一つ不思議
な押入れが設計図には見られる。誰も気づかな
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境界石
ハミルトン（左）とハード
1967年
いであろう謎のSecret Closet。ここに誰かが
隠れることを、または何かを隠しておくことを
想定して造ったのであろうか？いったい誰を？
または何を……？
全体にほとんど飾りのない中で窓のカーテン
レールの支えのデザインは懐かしいような曲線
を描いており、このコテージはヴォーリズの手
になるものと推察できる造りが随所に見られる。
ミス・ハミルトン始め宣教師の先生方はここで
山の涼しさと母国語三昧の休養を満喫されたの
であろう。聖書や本を片手に籐椅子に身を委ね
て静かな瞑想の時を過ごし、朝夕は共に祈りの
時を持たれたであろう様子が想像できるので
あった。
＜ミス・ハミルトンコテージの土地の歴史＞
―ダニエル・ノルマンの時代―
この別荘の建っている小高い近辺は、1910年
に起こった軽井沢の大洪水のあと低地を避けて、
カナダメソジスト教会宣教師のダニエル・ノル
マン師がこの一帯を所有したのが別荘地として
の始まりである。そのころはまだ木も生えない
火山灰地であった。ダニエル・ノルマン師は「長
野のノルマン」「軽井沢の村長さん」と呼ばれ
るほど、長野県北信地方の農村伝道に生涯をさ
さげ、軽井沢避暑団の団長も二期務め人々に慕
われた人物であった。
1920年頃ダニエル・ノルマン師の土地は分割
され、ⓐ：ミス・ロバートソン、ⓑ：W.K.マシュー
ズ、ⓒ：E.C.ヘニガーの所有となる。
　　　　
―ミス・ロバートソンの時代―
ミス・ロバートソンは東洋英和で教えた他、
商議員でもあった方で、静岡英和・山梨英和
で校長を務め、３7年間の在日中、カナダミッ
ションの日本での書記兼財務など要職を担われ
た。 ８ 代校長のミス・ヴィーゼーとの共有だっ
た。E.C.ヘニガー氏もカナダ人で東洋英和の理
事をなさったことがある日本禁酒同盟の英語秘
書。彼も一時軽井沢避暑団団長を務めた。ヘニ
ガー夫人（メイ）は夫とともに福井で栄冠幼稚
園を開設、園長をされ、のち東洋英和では音楽
を教えた。ピアノ科の発表会での写真が残って
いる。この方の旧姓はハートで、二人の姉妹（ネ
リーとシャーロット）も来日宣教師であり、東
洋英和そして上田保姆傳習所で教えた方達であ
る。
―ミス・ハミルトンとミス・ハードの時代―
ミス・ロバートソンの山荘（ⓐ）は19３2年、
ミス・ヘレン・ハードの所有となったことが登
記簿から確認されている。今も残る境界石の一
面にはHAMILTON / HURDと刻印がある。この二
人の時改築を行うのだが、その際のヴォーリ
ズ氏の設計図にはCOTTAGE FOR MISSES HAMILTON 
& HURD－KARUIZAWA（DATE JUNE24 19３2） と あ
る。ミス・ハミルトンは東洋英和の15代および
17代、カナダ婦人宣教師では最後の校長で、学
校を近代的な女学校の体制に整えた英和の歴史
上重要な人物である。彼女は創立50周年を期し
て校舎の建て替えを行った。その校舎の設計者
がヴォーリズ氏であった。夏には軽井沢で事務
所を構えるヴォーリズ氏に、麻布の地に校舎建
築を依頼する際に、おそらく別荘の設計も依頼
したのであろう。一方ミス・ハードはやはりカ
ナダ人の宣教師で、東洋英和で教えたのは数年
間だが上田や富山で英語を教え幼稚園の教師を
して伝道に努め、滞日３0年間にわたった方であ
る。ミス・ハミルトンと 2 歳違いで二人はとて
も仲が良かったという。第二次大戦中はカナダ
のブリティッシュコロンビア州で二人ともレモ
ンクリーク日本人収容所の、青少年のための学
校で教壇に立って苦労を共にしており、引退後
は同じホームに暮らし、お墓でもご一緒に眠っ
ておられる。
二人は戦争で帰国を余儀なくされたとき、こ
のコテージを手放さざるを得なかった。
―ガントレット氏の子孫の時代ー
次の所有者土井利章氏は舅にあたるG.E.L.ガ
ントレット氏の勧めで購入したという。越前大
野城主・土井家の1３代目で、夫人はガントレッ
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ヴィーゼー ヘニガー夫人
ラージ夫妻
ガントレット夫妻
提供：大空社、協力：女子学院
ロバートソン
ト氏のお嬢さんのウインフレッド和子さんであ
る。ウインフレッド和子さんの結婚の際は、当
時は外国人は大名家の血筋と結婚できなかった
ため、一時新渡戸稲造氏の養女になる手続きを
経たという。ところでガントレット氏はウェー
ルズ出身の、貴族の家系のイギリス人で（男子
の）東洋英和学校続いて麻布尋常中学校で英語
の教師だった。後に岡山その他いくつもの学校
で教え、日本初のパイプオルガンの導入、秋芳
洞の探検や目の不自由な人への点字タイプの普
及に努めるなど、多彩な活動を通してヴォーリ
ズ同様日本に尽くし、のちに日本に帰化した人
であった。軽井沢には早くから訪れており、軽
井沢50周年のパレードでは先頭の人力車に乗っ
ている。夫人の恒さんとの出会いも軽井沢だっ
た。東洋英和初期の宣教師で山梨英和創立者で
あるコーツ夫人（ミス・ウィントミュート）の
建てた寮で出会ったという。恒さんは女子学院
出身で、結婚にあたって正式な手続きで外国籍
を取得した最初の日本女性であり、また矯風会、
婦人運動に生涯を捧げ、国際舞台で活躍したク
リスチャンであった。東洋英和の校歌の作曲者
である山田耕筰氏は彼女の弟という縁や婦人矯
風会の活動でも、ミス・ハミルトンとは交流が
あったであろう。こうしたことから、閑静な良
い場所に立つ別荘をガントレット氏が間に入っ
て娘婿の土井氏に購入を勧めたのは自然な成り
行きだったと考えられる。その後そのお嬢さん
に相続されたが、家族が成長すると利用する機
会は少なかったということである。
＜現所有者とこのコテージとの出会い＞
現所有者のＹご夫妻は、隣のⓑにあたる土地
に、周囲の景観に見事に溶け込んだ素敵な別荘
を ３ 年前に建てた方である。
土地購入の時から、廃屋のようでもⓐの建物
に強く惹かれるものを感じたが、その時点では
売りに出ていず、このあたりの場所が気に入っ
て隣の土地を購入なさった。そしてノルマン師
ゆかりの地ということから軽井沢の歴史を勉強
し歴史のある別荘を見学するうちにヴォーリズ
建築に魅了され、設計をヴォーリズ建築事務所
に依頼した。あれこれ設計を練っていた途中で
ⓐの土地が売りに出され、Ｙ氏は理解のない人
に買われて壊されてしまうのを恐れてこちらも
建物ごと手に入れた。ご自分の別荘の建築のか
たわらⓐの前所有者に会って祖父のガントレッ
ト氏の話を聞き境界石の名前を調べているうち
に、昨年ヴォーリズ氏による設計図が発見され、
さらに設計図のあて名の「HAMILTON」が東洋英
和の元校長であると判明したのだった。
Ｙ夫人は不思議な縁が次から次へとつながっ
て隠されていた物語に光が当てられていったこ
とに感動を覚え、このコテージは「精霊が集ま
る家」と感じられるそうだ。
＜避暑地軽井沢125年と英和ゆかりの宣教師達
～戦前＞
明治初期にはさびれた宿場町であった軽井沢
が今のようなリゾート地に開発されてきたきっ
かけは、1８８6年にカナダ人英国聖公会宣教師の
ショー師とイギリス人でお雇い外国人のディク
ソン氏が家族とひと夏を過ごしたことに始まる
という。
軽井沢の歴史の流れの中に英和ゆかりの宣教
師達の活動についてみてみよう。第 2 代校長の
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コーテス メガフィン 左： コンスタンス・チャペル
右：アレン
パイダー
提供：東京女子大学
ミス・スペンサーは1８８7年に東洋英和学校の
トーマス・A.ラージ氏と結婚し、ラージ夫妻の
新婚旅行先は軽井沢であった。外国人による滞
在のごく初期にあたる。その時彼女は馬で草津
に行ったり、浅間山に登ったりしたことが本国
への報告に書かれている。彼らに象徴されるよ
うに、軽井沢は数多くの宣教師と明治政府お雇
いの外国人教師、外交官とその家族が夏を過ご
す避暑地として知られるようになった。
その後別荘を持つようになった欧米人達は地
元の人々にパンの焼き方を教え、自分達の社交
生活が送れるように避暑団を結成し環境を整え
ていった。1910年頃には旧軽井沢の通りにはお
しゃれな店が軒を並べていたが、聖日の日曜日
は休業し旧来の観光地につきものの歓楽街はつ
くられなかった。彼等は昼はテニスやゴルフに
山登り、夜は自分達で演じる音楽会や演劇会で
楽しみ、日曜日には教会に集ったという。この
頃には日本人の上流階級の人々も欧米人のコ
ミュニティーに加わるようになってきていた。
多くが音楽の才能豊かだったカナダの婦人宣教
師達は勿論そのコミュニティーの重要なメン
バーであったであろう。　　　
ミス・ロバートソンと同時代で、四期校長を
務めたミス・ブラックモアは、現在の万平ホテ
ルにほど近い桜の沢にブルックサイド・コテー
ジを持ち、夏休みには家に帰れない寄宿生を預
かって過ごした。爽やかな高原の長期の共同生
活で欧風文化を満喫した卒業生の手記が『東洋
英和女學校五十年史』に掲載されている。
全国各地に散らばっていた宣教師の方達は、
なぜ夏になると軽井沢に集まってきたのだろう
か。それはただ蒸し暑い都会を避けるためだけ
ではなかった。軽井沢はいったん仕事から離れ
て自然の中で自分を取り戻し（=リトリート）、
年に一度の集会を持って情報交換や研修をする
地でもあった。保育関係でも、1906年に結成さ
れたＪＫＵ（日本幼稚園連盟）は在日外国人保
育者が日本のキリスト教保育を推進しようと結
成した機関だが、年 1 回軽井沢で年会を開くの
が基本の活動であった。のちに東洋英和短期大
学保育科となっていく上田保姆傳習所初代所長
のミス・デウォルフや当時は静岡英和にいらし
たミス・ヴィーゼーは結成時の会員である。
おそらく1910年代前半に軽井沢で撮影された
と思われる宣教師の方々の写真（p.5参照）には、
リラックスした彼女達の笑顔が並んでいる。
＜終わりに＞
ひところまで軽井沢はちょっと上品でハイカ
ラなイメージであったが、そのイメージは、私
達の学校で生徒を慈しみ厳しく教育なさった宣
教師の先生方の醸し出されていた雰囲気と重な
るものだ。それは、実は彼女達が軽井沢でもコ
ミュニティーの担い手であったという事実を知
れば知るほど、腑に落ちることであった。軽井
沢の発展上、その性格づけには宣教師達の信条
や暮らしぶりが大きな影響を及ぼしたのである。
私は今年の夏、ミス・ブラックモアのブルッ
クサイド・コテージの跡地と、ミス・ハミルト
ンのコテージの両方を見学する機会を得た。一
方は跡地の後に建った別荘が更地にされようと
いう状況なのに対し、もう一方は幸運にも所有
者の理解に助けられて維持管理されている。
文化遺産とは、先人達の足跡を大事に思って
その営みを追体験したいと願う熱心な思いに
よって継承されるものであろう。東洋英和ゆか
りの宣教師の先生方が夏を過ごされた場所であ
り、かつての日々を語りかけてくれるコテージ
に立つことを許されたことに心から感謝したい。
（史料室　酒井　ふみよ）
なお、現地は個人宅のため一般非公開です。
最終ページ（p.12）に、設計図のうち１枚を
掲載しています。
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読み 氏名 生没年
日本滞在
または
奉職期間
国籍 東洋英和在職期間または主に働かれた機関や役職、赴任地
所有または
記録に残る
逗留した年
ロバートソン M.A.Robertson 1861-1950 1891-1928 カナダ 静岡英和3代校長、○山梨英和4代・6代・8代校長、東洋英和（1922-1928ほか） 1920より所有
ヴィーゼー M.A.Veasey 1863-1949 1892-1929 カナダ 東洋英和（1898-1904ほか）8代校長、○静岡英和7代・9代校長、浜松
ロバートソンと
共有
ハミルトン F.G.Hamilton 1888-1975 1917-19421947-1956 カナダ
○東洋英和（1918-1942、1950-1956）
15代・17代校長、短大保育科主任、山梨
英和
1932より共有
ハード H.R.Hurd 1886-1984 1911-1941 カナダ 東洋英和（1924-1930ほか）、山梨英和、○上田、富山 1932より共有
コーテス S.R.Courtice 1884-1980 1910-19431946-1949 カナダ
○東洋英和（1911-1943,1946-1949）、静
岡英和、在日WMS総主事 1922
スコット M.C.Scott 1883-1980 1911-19411949？-1964？ カナダ
東洋英和（1925-1926,1949-1964？ほか),
長野、富山など 1922
アレン A.W.Allen 1878-1973 1905-1940 カナダ 東洋英和（1911-1914など）、山梨英和、○愛清館 1923・1924
ジョスト H.J.Jost 1869-1960 1898-1938 カナダ 東洋英和（1898-1899）、川上幼稚園（金沢）、○青山学院 1923・1927
ビショップ A.B.Bishop 1896－　? 1922-1926 カナダ 東洋英和（1922－1923）、○山梨英和 1923
メガフィン B.I.Megaffin ?   ?   -1927 カナダ 東洋英和（1922-1927） 1923
バー L.Barr 1890-1979 1920-1937 カナダ 東洋英和（1920-1921,1934-1937ほか）、山梨英和 1924
マクリーン A.O.Mclean ？ 1924-1925 カナダ 東洋英和（1924-1925） 1924
パイダー M.Pider 1880-1967 1911-1941，1947-1950 アメリカ 青山女学院、○東京女子大学
1924　のち
一時ⓑを所有
ワグナー D.Wagner 1888-1980 1913-1941、1946-1953 アメリカ
青山女学院、遺愛女学校（函館）、
○東京女子大学 1924
コンスタンス・
チャペル C.S.Chappell 1891-1989
1912-1940
1947-1961 カナダ
東洋英和（1912-1917）、山梨英和、
○東京女子大学 1927
マシューズ W.K.Mathews 1871-1959 1902-1941 アメリカ 関西学院 1920～1939ⓑ
ヘニガー E.C.Hennigar 1880-1954 1905-1940 カナダ 栄冠幼稚園（福井）、東洋英和（1935-1940）
ヘニガー夫人 M.Hennigar（旧姓　Hart) 1882-1963 1905-1940 カナダ
栄冠幼稚園（福井）、富山、松本、東洋英
和（1935-1940）
I.シャノン I.L..Shannon 1873-1957 1904-1940 アメリカ ○広島女学校、ランバス女学校（西宮） 1937（ⓑ)
K.シャノン K.M.Shannon 1881-1944 1908-1940 アメリカ ○広島女学校、パルモア女子英学院（神戸） 1937（ⓑ)
シャーロット
E.ハート C.E.Harｔ 1867-1932 1889-1925 カナダ
東洋英和（1905-1906ほか）、上田、
○長野旭幼稚園
1922、1923
（ⓒ）
隣に逗留
隣を所有
1920～1929ⓒ
所　有
逗　留
軽井沢ナショナルトラストの会長である中島松樹氏および事務局の木下裕章氏提供の資料により、
1923年から1937年にかけて、数年間の夏の逗留者が判明できた。土地ⓐⓑⓒを合わせると、解明でき
ただけでも宣教師は21名に上る。そのうちカナダ人は15名である。
なお、表中の○印は、奉職機関名が複数ある場合に、在職期間の長いものを示す
ミス・ハミルトンコテージの土地における所有者と逗留者（1920～1937）
婦人宣教師達（1910年代前半　後ろは軽井沢離れ山）
左から
前列：不明、ケギー、不明
中列：C.E.ハート、ロバートソン、不明、
ハーグレーブ、ヴィーゼー、クランビー、
ブラックモア
後列：キラム、アレン、ハウィ、ジョスト、
不明、ピンセント、ティンバーレーク
（太字は表中・文中にある人物）
